
ハイブリッド医療人養成コース 

「臨床先端医療機器特論」学外講師によるセミナー開催 

 

■日時：平成 27年 9月 18日（金） 

■講師：奈良県立医科大学医学部化学教室 酒井 宏水 教授 

■演題：人工赤血球（ヘモグロビンベシクル）製剤の有用性と安全性 

■参加者：35名 

 

 人工赤血球分野の第一人者である酒井 宏水教授からこれまでの開発の経緯や今後の研

究、臨床応用への展開についてのお話しをしていいただきました。 

看護科や麻酔科、血液内科など様々な科の教員、学生等に参加いただき、活発な質疑応答

も行われました。人工血液は離島にも応用できるのではとの意見もあり、離島がある長崎に

とっては大変興味深い講義となりました。 

 

 

 

 

 


